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1．まえがき 
	
 要求に基づいて、システム設計を行うことの重要性は言

うまでもない。しかし、開発初期の要求が、設計、実装、

評価の工程で、そのまま変化しないことは期待できない。

システムの具体化とともに変化するのが、一般的でさえあ

る。要求変化のトレース、すなわち、要求が、一連の開発

工程の中で、どのように変化したかを追跡できること（前

向き追跡）、どのような要求に基づいて、その設計や実装

がなされているかを追跡できること（後向き追跡）[1]は、
システム設計を進める上で非常に重要な事項である。 
	
 一方で、要求分析、設計、実装、評価の工程間には、各

工程が高度な創造的作業を伴うゆえに、本質的に大きなギ

ャップがある[2]。これらギャップを埋める方策として、仕
様書という“成果物”をベースとし、“コミュニケーショ

ン”により補完するというヒューリスティックな方法がと

られることが一般的である。このコミュニケーション手法

として、レビュー[3]やウォークスルー[4]が用いられる。
ただし、レビューには、Audit（鑑査する）としての仕組み
はあるが、本来の Review（評価する）のしての仕組みの提
供に乏しい[5]。この結果、多くのレビューにおいて、形式
的な指摘事項は多いが、内容に踏み込んだ評価が少ないと

指摘されることも多い。 
	
 本研究では、上記課題を解消するために、要求を設計に

ブレークダウンする際に用いた設計根拠と重点を置いた評

価尺度をアノテーションとして仕様書に記載し、左記仕様

書をベースにレビューを行うことで、要求の追跡性と同時

に、レビューでの課題発見を支援するドキュメント記述方

法を提案する。本提案仕様書を製品開発に適用し、課題発

見の支援効果を確認した。 

2 ．提案手法の概要 
	
 仕様記述方法改善の方向性を検討するために、（従来の）

仕様書をベースとして、レビューを実施した。レビューに

おいては、表.１に示す項目を適宜試行し、各レビュアーの
行動を観察した。 

表.１	
 仕様書改善検討のための施策事項 
施策項目 内容 

１ レビュー内容をできるだけ詳細にメモ書きをするよう促す 

２ レビューでの発言の際に、与えられたレビュー視点リスト

から、発言の視点を選定し、これを明示してから発言する 

３ 他のレビューアが表明したレビュー視点に、積極的に自

身のレビュー視点を重ねて表明するように促す 

 
以上の施策事項を実施した結果を下記に記載する 
（1）アノテーションについて 

1. レビューアは、レビューイの説明に対する疑問点

を、仕様書にマーキングしたり、簡単なメモをつ

けることを促されることなく自発的に行う。但し、

レビューアの作成メモは、他の人が見てわかるよ

うなものは期待できない。 
2. 施策１に従って、詳細なメモを記載するように促

すことにより、レビューアの思考・コミュニケー

ションが中断されてしまい、レビューの円滑な遂

行を阻害することが観察された。 
（2）レビュー視点について 

1. 施策２の結果、発言意図が分からないことに起因

するレビューア・レビューイ間の齟齬が減少し、

レビューにおけるコミュニケーションを活発化で

きることが観察された。 
2. 施策３を実施した結果、積極的なディスカッショ

ンが誘発され、レビューア、レビューイ双方から

新たなレビュー視点が抽出される。逆に、実施し

ない場合は、レビューアの経験に基づく視点のみ

でのレビューに留まることが観察された。 
	
 これら試行実験の結果から、仕様書記述の改善指針を

下記のように設定した。 
1. レビュー時のコミュニケーションの活発化とレビ

ュー視点拡大のために、仕様書に設計根拠を予め

記載する。 
2. レビュー時にディスカッションされたレビュー視

点を仕様書にアノテーションとして記載し、これ

を各フェーズの仕様書間で引継ぐ。 

2.1 レビュー視点の設定 

	
 ソフトウエア品質特性（ISO/IEC9126）をベースとして、
部門が経験的に保有する視点を加え、図.１のようにレビュ
ー視点として定めた。 

 

図.１	
 レビュー視点 
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2.2 設計根拠・レビュー視点の仕様書への記述方法 

	
 レビュー時のコミュニケーションの流れを阻害しないこ

とを念頭に置き、設計根拠・レビュー視点記述方法・内容

を定めた。実務への導入を容易にするため、実際の製品開

発で利用している現行の仕様書フォーマットを基本とし、

設計根拠・レビュー視点をアノテーションとして簡単に追

記できるようにした。 
（1）設計仕様書（外部・内部仕様書）記述方法 
	
 現行仕様書に対し、仕様書の本文に設計根拠をアノテー

ションとして挿入する。設計根拠を記載した欄外にその意

思決定の際に重点をおいたレビュー視点をチェック欄を設

けることで簡便に設計根拠・レビュー視点を記載できるよ

うにした。 

 

図.2	
 設計仕様書における設計根拠・レビュー視点の記述 
（2）試験仕様書の記述手法 
	
 設計仕様書の欄外に記載されたレビュー視点を現行の試

験仕様書の試験項目欄外に対し追記記載できるようにする。 

 

図.３	
 試験仕様書におけるレビュー視点の記述 

2.3 要求の追跡のための措置 

設計仕様書と試験仕様書の欄外に付与したレビュー視点

および項目番号を用い、要求の前向き・後向きの追跡を可

能とした。 

 

図.４	
 要求の追跡のための措置 

3．評価 
	
 既存の製品仕様書２種（リアルタイムＯＳの設計・試験

仕様書、アプリケーションソフトウェアの設計・試験仕様

書）に、設計根拠、レビュー視点を追記し、製品開発メン

バーでレビューを実施し、本提案の仕様書記述手法による

レビュー支援効果を確認した。評価指標として、仕様書追

記に要する時間とレビューの質改善を設定し、評価した。 

2.1 設計仕様書 

	
 設計仕様書への本提案手法導入時の結果を示す。 
（1）仕様書への設計根拠の追記に要する時間 
対象仕様 品質特性視点 部門独自 

１ 1時間/12項目 1時間/12項目 
２ 2.5時間/17項目 4時間/38項目 

（2）レビューの質の改善 
① 設計根拠が明示的に示されることにより、仕様不

備への指摘、改善点の指摘が促進された。 
② 仕様書に記載された機能間の重み付けの確認と全

体仕様への整合性への確認が促進された。 
③ レビューイの設計に対する、より深い思考態度が

促進された（適当には仕様を決められない）。 

3.2 試験仕様書 

試験仕様書への本提案手法導入時の結果を示す。 
（1）仕様書追記に要する時間と新たな試験項目の発見数 
対象仕様 増加試験項目数 追加に要した時間 

１ 27→29 0.5時間 
２ 59→68 3時間 

（2）レビューの質の改善 
①	
 試験項目の漏れの発見が促進された。 
②	
 試験パラメータの不備への発見が促進された。 
③	
 試験項目の重点化され、試験項目が削減された。 
④	
 試験仕様レビュー時の要求の後向き追跡により、

設計根拠の設計仕様書への記載漏れへの気づきが

促進された。 

4．まとめ 
	
 本研究では、設計根拠とレビュー視点をアノテーション

として既存仕様書に追記することで、要求追跡性とレビュ

ーにおける課題発見を促進するドキュメント記述方法を提

案した。本提案による仕様書を設計レビューに適用し、数

行の設計根拠記述とレビュー視点のチェックボックスとい

う非常に簡便な方法が、レビュー時の課題発見を支援する

ことができることを確認した。一方で、設計根拠記述内容

の属人性が高く、人によっては設計根拠記載のつもりが、

単純な仕様要約に陥ってしまう例もあるとの課題が観察さ

れた。設計根拠記載方法に関して、記載内容をガイドする

検討が今後必要であると考える。 
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